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１  第28回大会について 

去る5月25日(金)に、青山学院大学において開催され、1件のシンポジウム、6件の研究

発表が行われました。発表者と司会者の皆様、お疲れさまでした。また、ご参加いただいた

会員の皆様には、熱心にご清聴いただき、また、貴重なコメントや質問をお寄せいただき、

誠にありがとうございました。40 名の方が出席された懇親会では、学問的話題に花が咲き、

瞬く間に90分が過ぎゆきました。 
 

今大会の参加者数は79名でした。どうか会員の皆様には、次回も万障お繰り合わせの上

ご出席を賜りますようよろしくお願い申し上げます。（表の下段に懇親会参加者数も示して

おきました。） 
 

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

約70 72 84 約100 約80 72 85 79 

約50 約30 32 45 25 39 38 40 
 

なお、開催校の秋元実治名誉教授、中澤和夫教授、山本史歩子准教授には、開催校決定以

来一方ならぬお世話になりました。快適な施設をご提供くださった大学関係者の皆様と併せ、

ここに厚く御礼を申し上げます。 

 

２  第30回大会について 

次回大会は、日本英文学会大会から独立して開催されます。時期と開催校の詳細は未定で

すが、総会で報告されたとおり、「7 月に、中部地区の大学で」開催すべく、現在詰めの段

階にあります。決定され次第、協会ホームページでお知らせいたします。また、ニューズレ

ター冬号でお知らせいたします。 
 

次回は 30 周年記念の大会として、小倉美知子慶応大学教授にシンポジウムの企画をお願

いすることが理事会で決定され、着実に準備が進められています。テーマ・講師等、詳細は

ニューズレター冬号でお知らせいたします。 
 

個人研究発表の締め切りは2013年1月31日(木)となっております。発表をご希望の方は、

350字程度の要旨に氏名・所属・職位・略歴・連絡先（住所、電話番号、e-mailアドレス）

を添えて、下記宛てにお申し込み下さい。 
 

電子ファイル（MSWordの添付ファイルとそのpdf.）による場合 

nakamura@for.aichi-pu.ac.jp 
 

フロッピーディスクによる場合 

〒480-1198 

長久手市茨ヶ廻間1522-3 

愛知県立大学外国語学部 
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中村不二夫 

 

３  第 19 回近代英語協会最優秀新人賞ならびに優秀学術奨励賞の選考結果 

について 

1名の応募者があり、編集委員会による厳正なる審議の結果、次の方が優秀学術奨励賞に

選ばれました。ますますのご研鑽をお祈り申し上げます。顕彰は、第30回大会の総会で行

われます。授賞理由は、ニューズレター冬号および『近代英語研究』29号に掲載されます。 
 

 受賞者 

  籾山陽子氏（愛知県立芸術大学大学院博士後期課程） 

 受賞対賞論文 

  「初期近代英語期の声楽作品による当時の発音の推定」 

  （『近代英語研究』第28号, pp. 1-22） 
 

既にご案内のとおり、賞には、最優秀新人賞と優秀学術奨励賞の2種類があります。若手に

よる当該年度の掲載論文の中から、前者は特に秀でている論文に、後者は、最優秀新人賞には

至らないが将来性を感じさせ優れていると評価された論文に与えられます。論文応募の際、「執

筆者情報ファイル」の該当欄に（√）をご記入いただくだけで結構です。選考対象は、「協会

誌への掲載が可となった、投稿締切日時点で37歳以下の、または修士号取得後10年以内の

執筆者による論文のうち、原稿応募時に「執筆者情報ファイル」において賞の選考を希望する

意思が表明されていた論文」（選考規程第2条より）です。最優秀新人賞には表彰状と記念品

が、優秀学術奨励賞には表彰状が授与され、その栄誉が讃えられます。 

 

４  『近代英語研究』第28号の発行について 

第28号は予定どおり刊行され、大会ご出席の会員の方々には当日お渡しいたしました。

当日ご欠席の会員の方々には、このニューズレターとともに同封申し上げました。 

 

５  『近代英語研究』第29号の原稿募集について 

第 29 号（2013 年5 月発行）の投稿締め切りは 2012 年 9 月 15 日（土）となっておりま

す。奮ってご応募ください。審査は匿名で行われます。投稿規定・応募要領等は、『近代英

語研究』の巻末、または協会ホームページ左下「出版物」の中の「投稿要領」をご覧くださ

い。応募原稿、同電子ファイルの送付先は次のとおりです。 
 

電子ファイル 

hideshi.ohno@gmail.com 
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打ち出し原稿 

〒712-8505 

倉敷市連島町西之浦2640番地 

倉敷芸術科学大学産業科学技術学部 

大野英志 

 

６  理事の交替について 

ニューズレター2011 年夏号でお知らせしたとおり、本年 4 月 1 日から、新理事として、

中川憲氏（安田女子大学）、前田満氏（愛知学院大学）が就任されています。 

また、本年3月31日付をもって定年規定により勇退された秋元実治氏と米倉 綽氏、2013

年3月31日をもって2期4年の任期満了をお迎えになる大沢ふよう氏、浮網茂信氏、堀 正

広氏に代わり、新理事として大門正幸氏（中部大学）、太田聡氏（山口大学）、鈴木敬了氏

（大東文化大学）、村上まどか氏（実践女子大学）、脇本恭子氏（岡山大学）が推薦され、

ご本人からご快諾をいただきました。任期は、いずれも、協会創設30周年を含む2013年4

月1日からの2期4年間です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

秋元先生、大沢先生、浮網先生、堀先生には、長きにわたり協会の運営にご尽力いただき

ありがとうございました。これからもご指導ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。 

 

７  顧問の補充について 

河井迪男氏、宇賀治正朊氏のご逝去に伴い、現顧問が1名となったため、中野弘三氏、豊

田昌倫氏が推薦されました。 

 

８  論文投稿・研究発表応募に関するお願い 

編集委員会から、英文チェックを受けていると思えない原稿が増えてきているので周知徹

底してほしいという旨の依頼がありました。『近代英語研究』投稿規定に明記されておりま

すように、英語論文については、英語を母語としない投稿者は投稿前に必ずネイティブ・ス

ピーカーによる原稿のチェックを受けた上でご応募ください。 

他誌への二重投稿、他学会研究発表への二重応募は絶対にお止めください。 

 

９  会費の「震災免除」希望者について 

昨年度の総会において東日本大震災で被災された会員の2011年度分の会費を免除するこ

とが決定され、ニューズレターでお知らせしましたところ、1名の方から申請があり、承認

されました。一日も早い復興をお祈り申し上げます。 
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10  『近代英語研究』のアーカイブ化について 

創刊号から第24号までの協会誌が、独立行政法人科学技術振興機構の「journal@rchive」

によってまもなく閲覧可能となります。予定では6～7月頃であるとのことでしたので、7月

初旪までニューズレターの発送を遅らせ、待ってみましたが、まだでした。次のURLを入力

し、「か」行をクリックなさってください。今月中には閲覧できるものと思います。 

現段階では、夥しい数の学協会が日本に存在することを実感していただくためにアクセスし

ていただくだけでも無駄にはなるまいと存じます。アーカイブ化を申請していない学術団体も

含めるといったいいくつあるのやら、30年続いてきた本協会をますます発展させなければな

らないと痛感させられました。 

https://www.jstage.jst.go.jp/AF03S030Init/-char/ja/ 

 

11  会費納入のお願い 

本年度の大会資料をお届けした4月初旪、開催案内の最後に、会員お一人お一人に過去の

会費納入記録を貼り付けてお知らせしました。切り貼りを伴うこの作業は、人と中身を間違

えると非礼な事態が生じるため、時間と神経を要します。そのため、ニューズレターをお送

りするたびに毎回同封することはご容赦いただいています。どうかいま一度ご確認いただき、

漏れのないようお振り込みいただきますようお願い申し上げます。 

2009～2011 年度分の会費が完納いただけていない場合は未納分を赤色で示してあります

ので、今年度分と合わせて納入ください。協会の円滑な運営のために、未納分も納入くださ

いますようお願い申し上げます。本年度大会の開催案内にも記されているとおり、2009～2011

年度の納入が一度でも欠けている場合は、このニューズレター7 月号での督促が最後の督促

となり、11 月末日までに納入いただけなかった場合は退会処理に入らせていただきます。猶

予を希望される場合は、電子メールか郵便でお知らせください。なお、本状と行き違いにご納

入いただいた場合は、悪しからずご容赦ください。 

協会の円滑な運営のため、ご協力ください。なお、協会は、別途領収証を発行することは

致しておりません。郵便局からお受取りになる領収証（振込用紙の右端の紙片）以上に公式

な領収証はございませんので、大切に保管なさってください。会費振込は、協会創設以来、

郵便払込取扱票でお受けしています。お手許の郵貯口座あるいは銀行口座から協会の郵貯口

座への送金は、会計監査のための書類を作成する際に多大な時間を奪われることとなります

し、会計監査をしていただく方にも極めて複雑な作業を強いることになりますので、ご容赦

ください。決算報告書を作成する時期は、同時に、大会資料の版下原稿の作成・袋詰め・発
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送作業、理事会の資料作り、開催校との細かいやりとり等の時期でもあります。どうかご理

解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

12  30周年事業について 

12．1  方針 

 1983 年5 月に産声を上げた近代英語協会は、2013 年5 月にめでたく創設30 周年を迎え

ます。30周年記念行事の一環として、次の(1), (2)が承認されました。 
 

(1) 第30回大会（2013年5月）の午前の部は、30周年記念シンポジウムを行う。小倉 

美知子氏に司会をお願いし、テーマと講師の選定は、小倉氏に一任する。 

(2) 創設30周年を記念し、『近代英語研究第30号』とは別に、30周年記念論文集を刊 

行する。 

   (a) 積極的に海外に発信するために、全編英語で統一する。 

   (b) 投稿受付期間は、2013年4月1日～8月15日とする。 

   (c) 特別寄稿を、豊田昌倫第3代会長、秋元実治第4代会長、J. Roberts氏～E. v.  

Gelderen 氏に至る過去の外国人特別記念講演者に、前書きを米倉 綽現会長にお願

いする。 

(d) 刊行は、31回大会開催に合わせ、遅くとも2014年5月上旪とする。 

(e) 執筆要領は編集委員会が作成する。 

(f) 出版に関わる費用は、寄付金と、執筆者負担（理事・一般会員30,000円、学生会員 

20,000円）によって賄う。 

(g) 寄付金受付期間は、2012年8月1日～ 2013年7月31日とする。 

(h) 上記(a)～(g)を含め、会員への周知は、ニューズレター2012 年夏号、冬号、及び 

協会ホームページによって行う。 

 

12．2  30周年記念論文集について 

12．2．1  執筆要領 

 未発表の論文に限る。使用言語は英語とする。 

 依頼原稿を除き、全ての原稿は審査される。 

 原稿については、A4 用紙を使用し、MS Word のデフォルト値にしたがって、上

35mm、下左右は30mmの余白をあけ、１ページ半角80字×31行、フォントはTimes 

New Romanで、タイトルは14ポイント、それ以外は12 ポイントで設定する。タ

イトルのつけ方、Abstract（150語以内）の提示の仕方、見出しのつけ方、樹形図・

表・用例の提示の仕方、行間の取り方、注番号のつけ方等については、Sample.doc
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（協会ホームページからアクセスできます）をモデルとする。 

 タイトル・Abstract・本文・図表・注・参考文献等すべてを含めて、15ページ以内

とする。 

 原稿の受付は 2013 年 8 月 15 日を締め切りとする。編集幹事 

(hideshi.ohno@gmail.com) 宛に電子メールで、次の2種類のMS Wordファイルを

送ること：①原稿本体、②執筆者の情報（氏名、論文タイトル、略歴、住所、電話

番号、所属先、メールアドレス）と部門名（「音韻論」「形態論」「語彙論」「統語論」

「語用論」「意味論」「文体論」等）。 

 投稿時に打ち出し原稿を①、②ともに 1 部ずつ提出すること。なお、①の表紙右上

に部門名を朱書すること。締め切り日は2013年8月15日とする。 

宛先：〒712-8505 倉敷市連島町西之浦2640 

倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部 大野英志 

電話・FAX 086-440-1174 

 

12．2．2  刊行までの流れ 

2012年 

5月25日 執筆要領・見本の決定 

7月 ニューズレター夏号、ホームページによる投稿案内 

8月1日 寄付金受付開始 

12月 ニューズレター冬号による投稿案内 

2013年 

4月1日 原稿募集開始 

8月15日 応募論文、依頼原稿締切り（厳守、特例なし、消印・電子メールによる

送信は深夜0時まで有効、打ち出し原稿は消印有効） 

11月 掲載可否の通知、e-mailの添付ファイル（またはFD）による論文送付

依頼、書き直し依頼 

12月中頃 再査読依頼 

2014年 

1月初旪 再審査結果報告 

1月中旪 査読結果の通知、e-mailの添付ファイル（またはFD）による論文送付依頼 

1月末 すべての原稿の添付ファイル（またはFD）到着、表紙・目次・奥付等の 

作成 

2月 CD-ROM作成 

3月 出版社へ入稿 
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5月上旪 刊行 

 

12．2．3  執筆見本 （Sample.doc  いつでも協会ホームページでアクセスいただけます。） 
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* * * * * * * * * * * * * * * 

 

 協会に関するお問い合わせとご連絡は次にお願いいたします。 

 

 協会誌について 

  大野英志 （hideshi.ohno@gmail.com） 
 

 ホームページについて 

  川端朊広 （kawabata@aichi-u.ac.jp） 
 

 その他全般について 

   中村不二夫 （nakamura@for.aichi-pu.ac.jp)  

 

 

 私的な事情により、昨年より遅い発行となりましたことをお詫び申し上げます。 

（事務局長） 


